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Ⅰ 防災支援ネットワークのゾーン毎における救援部隊活動拠点の配置（案） 

※広域防災拠点（救援部隊）の概念図（参考）
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後方支援地域

支援部隊展開地域
（施設・航空部隊等）

支援ゾーン
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被災地
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集結場所

移動

緊急消防援助隊 自衛隊災害派遣部隊 警察災害派遣隊

広域にわたる災害応急活動
の展開拠点の総称

○緊急消防援助隊
【進出拠点、広域活動拠点】
○自衛隊災害派遣部隊
【司令部、後方支援地域、
支援部隊展開地域等】
○警察災害派遣隊
【集結場所】

広域防災拠点配置の考え方（案）

緊急消防援助隊 自衛隊災害派遣部隊

○車両駐車スペース5000㎡
○宿泊スペース
建物（1800㎡）又はテント（4800㎡）

○大型車両の進入路等
（ただし、最低必要面積5000㎡）

支援ゾーン内施設（公園等）
のリスト・アップ

基 本 構 想
支援ゾーンの設定

広域防災拠点の条件

広域防災拠点選定の視点

広域防災拠点の選定
施設管理者の了承

○各施設の展開地積
師団司令部13000㎡
後方支援部隊5000㎡～16700㎡
支援施設部隊23000㎡
支援航空部隊16000㎡

○車両進入路、地盤地耐力等
（ただし、最低必要面積5000㎡）

広域防災拠点選定
の比較検討

○自衛隊施設、県有施設を優先
○ロケーションの優位性
・支援の容易性
要支援地域との近接性
道路ネットワークとの連節等
・県外からの進出
高速道路ＩＣ、主要国道、港湾、空港の利用の可能性等

○拠点としての優位性
・スペースの広さ、地盤地耐力
・利用可能な建物、施設
・通信、非常用電源、貯水槽等


